
 

 

 
 
 
 

欅南祭を振り返って 
                  副校長  鈴木 孝博 

 

先日は欅南祭にご来場いただき、誠にありがとうございました。天候にも恵まれ、今年度も両部門ともに

無事終えることができました。 

文化部門では、生徒は暑い中でも合唱練習を続けてきました。「声」と「心」を一つにすることに集中

し、練習を通して、クラスのハーモニーが徐々に美しくなっていく過程は、彼らの心が一つになっていく証

でもありました。本番では、緊張しながらも精一杯声を出す姿、そして最高の合唱を終えた後の晴れやかな

笑顔が印象的でした。聴く人の心に響く美しいハーモニーは、「文化活動を通じた団結」の素晴らしさを改

めて教えてくれました。この合唱コンクールで培った「心を合わせる力」は、間もなく開催された体育祭へ

と確実に引き継がれました。 

今年の体育祭は、生徒の「笑顔」がグラウンドいっぱいに咲き誇り、「競争」よりも「温かい雰囲気」に

包まれた、記憶に残る一日となりました。競技の勝敗を超えて、全員が心を一つにして努力したからこそ、

最も輝いていたのは、学年の枠を超えた「ブロックの絆」です。 

上級生は、優しく下級生をリードし、下級生は、そんな先輩の背中を信じて全力で応えました。準備期間

も含め、学年関係なくブロックの仲間と一つの目標に向かって一生懸命になれた「充実感」は、何物にも代

えがたい宝物となったことでしょう。 

私たちは、文化と体育という異なる活動を通して、生徒たちが困難を乗り越え、ひと回りもふた回りも大

きく成長した瞬間を目の当たりにしました。その成長する姿に、温かい拍手とご声援を送ってくださった保

護者の皆様とともに、私たち教員もまた、胸を熱くし、大きな感動をいただきました。 

この一連の行事で培われた縦のつながり、仲間を信じる力、そしてやり切った達成感は、これからの学校

生活における揺るぎない土台となります。この貴重な経験を糧に、生徒たちがさらに大きく成長していくこ

とを期待しております。 

今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。 
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令和７年度 全国学力・学習状況調査について 

全国の小６と中３を対象に毎年実施されるこの調査は、次のような目的で行われています。 

◆全国や県・市の児童生徒の学力や学習状況を国や教育委員会が知る。 

◆「これからの社会を生きていく上で、どのような国語の力、数学の力が必要とされるのか」ということ 

を先生・生徒・保護者だけでなく日本中の人が理解し、勉強や授業に生かす。 

◆生徒自身が、自分の学力や学習状況を客観的に把握し、自分の勉強に生かす。 

問題文は右のリンクからご覧になれます。https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm 

 

【国語の結果を受けて】 

◇ウェブページとちらしを比べ、目的に応じた情報や文章の構成を考える問題の正答率が高くなりました。

相手によってどのような情報が必要なのか考えながら資料を読むことができているようです。 

◇後半にも記述の問題が設定されていることから、粘り強く読み書きをする力も求められていると考えら

れます。しかし、出題形式に関係なく、後半の問題の無解答率の高さが目立ちました。文字を読み続け

ることに耐性がないことが原因ではないかと考えられます。 

◇文章中の間違った表記を直す問題の正答率が低くなりました。パソコンやスマートフォンでは予測変換

の機能が使えるため、自分で考えて漢字を書く機会が減っているのではないでしょうか。パソコン等を

使った学習に慣れているのは強みでもありますが、自分の力で書く場面の設定も必要です。 

◇授業で扱う文章を自分の力で読むことだけでなく、授業以外の場面でも活字に触れることを習慣化する

ことが望ましいです。問題を解くテクニックとは別に、「粘り強く読む力、文字をしっかり追う力」を

つけるには時間を要しますので、１、２年生も朝読書の時間を有効に使ってほしいです。 

 

【数学の結果を受けて】 

◇全体の傾向として  

・領域別平均正答率では数と式、問題形式別では記述式が全国平均と比べて特に低くなっています。基本的

な正負の数の四則演算を日常的に取り入れ、基礎計算力の向上に力を入れる必要があります。 

◇確率において 

 ・「必ず起こることを確率1で表す」という基本概念は約75％の生徒が理解していますが、確率と百分率を

混同する生徒が約7％、じゃんけんの結果を単純に「1/2」「1/3」と誤解する生徒が約5％見られました。  

・樹形図を使って正しい場合の数や確率を求められた生徒は 43％にとどまり、半数以上の生徒は根拠を示

すことができませんでした。  

・小学校での割合や百分率の理解不足が、中学校での確率・統計学習を難しくしていますので、百分率と確

率の違いを明確に押さえながら系統的に指導していく必要性があります。 

◇関数において 

 ・（1）の正答を選んだ生徒は 65％にとどまり、多くの誤答は問題文やグラフの読み取りミスが原因であり、

基礎的な理解の定着が課題となっています。  

・（2）の無回答が約 50％を占め、数字を使った記述に苦手意識をもつ生徒が多いです。表やグラフから情

報を読み取り、数値で説明する力の育成が今後の課題であります。 

 

 



【理科の結果を受けて】 

◇本校の理科の結果を全国と比較しますと、物質分野（化学変化や電流の利用など）で全国平均より正答率

がやや低く、特に実験結果をもとに考察したり、計算を伴う問題で差が見られました。これは、知識を覚え

る段階では対応できても、数値処理や実験データの解釈といった応用的な場面で力を発揮しにくいことを示

しています。 

 

◇地学分野（天気や地層）については全国平均と同程度かやや上回っており、安定して学習できていること

が分かります。また、生命分野（細胞や遺伝）については全国との差は小さく、おおむね平均的な理解状況

といえます。 

 

 ◇問題形式に注目すると、選択式問題では全国との差が小さい一方で、記述式問題では全国を下回る傾向

が明らかになりました。理由を説明する問いや、実験結果を言葉でまとめる問いに弱さがあり、「知識の理

解」から「思考力・表現力を伴う活用」へのステップが課題であると考えています。 

 

 ◇以上から、本校においては 物質分野の応用的な理解と記述式問題への対応力を重点的に補強する必要が

あります。一方で、地学分野の学習は成果が見えており、生徒の自信や学習意欲の土台として活かしていく

ことができるでしょう。 

 

 

【学習状況の結果を受けて】 

◇本校の生徒質問紙の結果を全国と比べると、いくつかの課題が見えてきました。まず、朝食や睡眠といっ

た生活習慣が全国平均よりも乱れていることが分かります。また、家庭学習を毎日続けている生徒が少なく、

特に理科や数学などで計画的な学習が不足していました。さらに、自分の考えを言葉で説明することに苦手

意識をもつ生徒が多く、学力調査での記述問題の低い正答率ともつながっていると考えられます。加えて、

「勉強は将来役立つ」「努力すれば成績は伸びる」といった意欲や自己肯定感の面でも、全国に比べて低い

傾向が見られました。 

 

◇これらを改善するためには、生活リズムを整えるよう学校と家庭が連携して働きかけること、短時間で 

も家庭学習を毎日続けられるような仕組みづくりが必要です。また、授業の中で理由を説明したりデータを

解釈したりする活動を増やし、表現力を少しずつ伸ばしていくことも重要です。そして、学習内容を身近な

生活や将来と関連づけて伝えることで、学ぶ意欲を高めていくことが今後の大きな方向性となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11月の予定    

日 曜 日課 行事予定 

1 土     

2 日     

3 月     

4 火 Ａ   

5 水 Ａ 定期テスト① 

6 木 Ａ 定期テスト② 

7 金 Ａ 定期テスト③ 

8 土     

9 日     

10 月 Ｂ 【音美週】 

11 火 Ａ サポーター会議 

12 水 Ａ 代表議会 

13 木 Ａ   

14 金 Ａ 清掃リーダー会議 

15 土     

16 日     

17 月 Ｂ 【音美週】 

18 火 Ｂ   

19 水 Ａ ２年 東京・神奈川校外学習 

20 木 Ａ １年 相模原校外学習 

21 金 Ａ 清掃グループ会議 

22 土     

23 日     

24 月 Ｂ   

25 火 Ｂ 進路三者面談① 

26 水 Ｂ 進路三者面談② 専門委員会② 

27 木 Ｂ 進路三者面談③ 

28 金 Ｂ 進路三者面談④ 

29 土     

30 日     

 

第45回造形さがみ風っ子展 

『~青空に広げよう 創造と友情

の輪を~』 

日時・会場~ 

令和7年10月24日 (金) 

 ~26日 (日) 

10:00~16:00 

本校は、３学年の作品を【GLP

アルファリンク】会場に展示し

ます。 

☆各会場ごとに粘土や紙工作、 

描画材を使った体験などのワー

クショップが開催されます。 詳

細は、先日お知らせしましたス

クリレをご覧ください。 

☆すべての会場において、ペッ

トとの来場はできません。 (盲

導犬・介助犬は除く) 

☆臨時駐車場があります。指定

された場所以外には駐車しない

ようお願いします。 


